
平成25年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その２ 

平成25年３月５日（火） 

                                           

                                        

（午前９時30分 開議） 

○議長（井上勝彦君）皆さん、おはようござ

います。 

 ただ今の出席議員数は22人で全員でありま

す。 

                     

○議長（井上勝彦君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（井上勝彦君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において16番 堀内君、

19番 小林君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（井上勝彦君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 順番９、17番 松本君。 

〔17番（松本健一君）登壇〕 

○17番（松本健一君）皆さん、おはようござ

います。２日目のトップバッターということ

で、しっかりと１日のスタートを切れるよう

に頑張っていきたいと思います。１時間おつ

き合いいただければと思います。 

 まず、今回は二つの大項目で質問させてい

ただきます。 

 まず最初に、小中学校適正規模・適正配置

基本方針についてお尋ねさせていただきます。 

 現在、説明会が実施されている西部中学校、

学文路中学校の橋本中学校への統合について、

西部中学校は統合されれば地域性が損なわれ

るという意見がありましたが、統合だけが選

択肢ではないはずです。なぜ小中一貫校、つ

まりは一体型の議論がないのでしょうか。ま

た紀見北・紀見東中学校についても、10年後

で不確定要素も多いため５年後に検討すると

問題先送りではなく、まちづくりの観点から

市民との対話を行っていくべきあると考えま

す。不確定要素とは具体的に何を指すのでし

ょうか。また、小中適正規模・適正配置を考

える上で、進学状況は密接にかかわりますが、

県立古佐田丘中学校への進学推移をお教えく

ださい。 

 二つ目の大項目、質問で、子ども条例制定

の必要性についてお尋ねさせていただきます。 

 虐待、いじめ、体罰や幼少期の体験が発端

で発生した事件、報道を聞くたびに、子ども

たちを取り巻く状況が悪化していると市民の

多くが感じているのではないでしょうか。 

 市を挙げ、市民協働で町の宝、子どもたち

を守り育むさまざまな施策の根幹となる子ど

も条例を今こそ制定し、権利と責任、責務を

明らかにし、措置から予防へ転換する必要性

があると考えますが、いかがでしょうか。 

 以上、２項目についてお尋ねさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君の質問項

目１、小中学校適正規模・適正配置基本方針

に関する質問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（松田良夫君）登壇〕 

○教育長（松田良夫君）おはようございます。 

 １点目の、なぜ西部小中一貫校の議論がな

いのかについてお答えいたします。 

 地域性も考え、基本方針（案）では小学校
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は存続するとしています。しかしながら、中

学校の学校小規模化による課題は小学校より

顕著にあらわれ、中学校教育の質の確保の観

点から統合としているところです。小中一貫

校では中学校の課題を解決できないと考えて

います。 

 次に、２点目の紀見北中学校は５年後に検

討する理由の不確定要素とは、についてお答

えします。 

 地元の中学校へみんなが進学すれば状況は

変わります。つまり、私立や県立中学校への

進学数の影響を受けています。少子高齢化が

急速に進む中で、私立や県立中学校がこのま

まの定員、学校規模を確保するのかどうか。

また転入、転出などによる増減などの影響を

受けると予想していますので、５年後に検討

するとしました。 

 しかしながら、現状のまま進んでいけばど

うなるかということを市民の方々にお伝えし

考えていただく必要性から基本方針に盛り込

んでいますので、ご理解のほどお願いします。 

 次に、古佐田丘中学校への進学推移につい

てお答えします。 

 平成18年度62人、平成19年度66人、平成20

年度59人、平成21年度63人、平成22年度61人、

平成23年度57人、平成24年度71人、平成25年

度63人で、橋本市立小学校からの進学者は80

人定員に対し71.3％から88.8％となっていま

す。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君、再質問

ありますか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）回答ありがとうござい

ます。 

 まず一つ一つお尋ねさせていただきます。 

 今回の西部小学校・中学校に関しては、小

学校が存続するので、しかしながら中学校は

質の確保の課題が解消できないということで、

今回はその選択肢の中に小中一貫校連携型は

今、行われていますけども、一体型の議論は

行ってこなかったということで解釈させてい

ただいてよろしいでしょうか。それとも、検

討はしたけれども、結果的にそれでは解消で

きないという判断に至ったのかどうかお答え

いただけますか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）中学校の規模の問題

が基本的にあろうかと思います。一体型にし

たと仮定しても、中学校の学級規模が今の現

状のままでは、いわゆる集団性の問題、教員

数の問題、クラブ活動の問題、それとさまざ

まな問題にかかわって一貫の中では中学校の

課題が解決できない、そういうふうに判断し

たところでございます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）課題は解決できないと

いうことですけれども、要するに中学生の確

保が難しいと、このままでは。この学区のま

まではということですよね。 

 先進の自治体がこの小中一貫の教育特区を

だいたい平成16年ぐらいから動き出されてい

て、同じような中山間地、農地が多く占めて

いる。しかしながら周りは住宅地が占められ

ていて、どちらかというと減少傾向にある中

学校の存続を維持しようということで、この

小中一体型を選択されてきているという経緯

はご存じでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）小学校を統合する中

で、中学校も一体型で新たにスタートしたと

いう、そういうケースは存じています。ただ

し、中学校区を変えずに一体型にしたという、

そういうケースは私は詳しく存じ上げません

ので。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）そういったケースがあ
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るかどうかということで、ご存じないという

ことで、私もちょっと調べてみました。 

 この小中一貫を選択する学校というのはど

ういう学校なのか。橋本市と同じように、ち

ょうど周りに校区が市内に囲まれているよう

なところ、中間にあるところというのは選択

肢の幅として、例えば市内でも２校選べます

という選択肢として、この小中一貫校を真ん

中に置くというケースが多くあります。今回

ちょっと調べてみた中で、鳥取市の小中一貫

校の推進事業等はまさしくそういった事業で、

小中一体型にするために学園制をとられて、

もう９年間を通してやっておられると。これ

はもう国の特区申請をされて、独自のカリキ

ュラムスタイルを構築されてきているケース

だとは思いますけれども、こういった小中一

体型というのは、今回のこの西部中学校区と

いうのは、まさしく周りは橋本中学校、高野

口中学校また紀見東中学校に囲まれて、どこ

も住宅地を持っています。そういった意味で

は、選択肢として行けるのであれば行きたい

という人たちも出てくるような教育制度につ

くることによって維持・存続という可能性は

あるはずなんです。この辺をどのように教育

委員会は感じられるでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）現在も特別地域、ど

っちの学校へ行ってもいいですよという、そ

ういう制度は運用してございます。これは高

野口小学校と応其小学校、それと紀見小学校

と城山小学校、これについては、真ん中あた

りに住んでおる子については、それぞれの通

学距離とかそういう事情によって選択できる

という、そういう制度も考えてございます。 

 ただ、今回、中学校の規模の縮小に関して、

いわゆる統合問題を考えてきた中で、高野口

中学校、西部中学校、橋本中学校、その子ど

もたちがどこでもその中間地で西部中学校へ

行けますよ、そういう特別地域を指定して、

西部小学校・中学校を一貫校にするという、

そういう検討はしてございません。 

 なぜかというと、橋本中学校もかなり生徒

数が減ってくる中で統合を論じています。そ

こも減る。高野口中学校は若干生徒数は安定

して推移していく状況ですけれども、そうい

う状況の中で、そういう学校を新たにつくる

ことによって、新たな問題が出てくるという

ことも懸念されますので、そういうことにつ

いては検討していないという状況です。今後

もそういう検討はどうなのかなという、そう

いう気持ちでおります。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）残念なご回答だなと今、

少し感じました。 

 というのも、平成21年８月からスタートし

た今回の橋本市小中学校適正規模・適正配置

検討委員会が答申を22年度に出された部分に

戻ってみて、振り返ってみて、この答申案に

沿って今回の基本方針というのはつくられて

きているかと思うんですけれども、その答申

の趣旨、これは統合ではないというふうに書

かれてあったと思いますけれども、その辺の

ご認識はいかがでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）昨日の２番議員のほ

うから、この検討委員会の出発点は子どもの

最善の利益は何か。そして子どもたちの発達

を保障していく教育条件とは何か。そこから

出発したということをご確認いただきました。

そしてその条件に合う学校というのはどうい

う学校なのか。一定の生徒数が確保され、そ

のことによって教員数が確保され、多様な教

育活動が展開される。そういうのがその出発

点に値する教育環境であるという、そういう

結論で進めていただいてございます。だから
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今回のいわゆる適正規模・適正配置の教育委

員会の案につきましても、そういう教育条件

を確保する、そういう方向で進めてきた、そ

ういう認識でおります。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）確保する必要性という

のは当然あります。ただ、その確保の方法。

今回は統合ということで、ここに50人、ここ

に50人、ここに50人あればこれを足したら150

人になりますという理屈ですよね、統合とい

うのは。しかしながら、今、地域の説明会と

かで意見が出てくるのは、この50人というと

ころをいかに70人にし80人にしというところ

の努力が行われるかということを問われてい

ると思うんです。ここを見ずして、必ずしも

統合ではないけれども、やはり統合しかあり

ませんという理屈の説明会というのは、私は

意見を吸収は聞くけれども、結果的には結論

は統合なんですと言っているようなもんだと

思うんです。その点において、もう１回振り

返っていただきたい。 

 今回のこの答申の「はじめに」という部分。

ちょっと読みます。「不利な条件が存在しても、

それを克服しようとする教職員や保護者、地

域住民の主体的努力によって、不利を有利な

条件に転化することが可能である。したがっ

て、本答申で用いる適正という言葉の意味が

絶対的なものではなく、相対的なものである

ことに留意されたい」という答申に含まれて

おります。これは、これを読ませていただい

て、一つだけ抜けているなという部分に気が

つきました。教職員や保護者、地域の主体的

努力と書かれてあるんですけども、本来はも

っと重要なのは行政の主体的努力が必要なん

です。これは今回の結論というか、今説明に

行かれている部分では、教育委員会としての

方向性を皆さんに問われていると思うんです

けれども、行政全体、そこでの責任、主体的

な努力というところが見られないのではない

かと。私はそこを一度市長にお尋ねしたいん

ですけれども、この西部中学校区の、やはり

まちづくり活性化というところにおいて、中

学校がなくなるというのは大いなる損失だと

思いますけれども、市長はどのようにお感じ

でしょうか。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

○市長（木下善之君）松本議員の質問にお答

えしたいと思います。 

 私の考えとしましては、やはり子どもを中

心とした考え方を持って、そういう初等、中

等の教育というものをどっと進めなければな

らないのではないかな。そういうことになっ

てまいりますと、やはり中山間とか僻地とい

うんですか、そういうところを保護するよう

な、行政としてはそういう地域に目を届けな

ければいけないと思うんですが、学校につい

てはちょっと違うなと私は思うわけでござい

ます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）着眼点としては子ども

中心となってというところ。そこは市長と私

は同じ目線に立っているなとは思います。た

だ、この学校というところは難しい。確かに

行政がそのまま何らかの施策を行おうとする

と、やはり教育委員会という制度がある以上

は必ずしも直接的には言いづらいという面が

あろうかと思います。 

 そこで、今回ちょっとこういったところを

調べてみました。これは奈良県生駒市が今、

まさに同じ条件で取り組まれているものです。

高山スーパースクールゾーン構想というのを

立てられております。生駒市の山下市長が率

先して同じような中山間地、それと農地に囲

まれた小・中学校区の現状を小中一体型、そ

れと給食センターをその場所に持ってくるこ
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と、それとこども園構想もそこに持ってくる

というのを平成30年までに完了するという計

画を今打ち立てておられます。 

 行政として建物を今後、もちろん耐震化と

いうところで橋本市も取り組んできましたけ

れども、ここひとつ落ちついたかと思います

けれども、長期的に見て、橋本市は橋本給食

センターの問題を抱えています。働かれてい

る方々、本当にきついという、もう暑いわ、

本当に大変な中で働かれている。そういった

部分もまだ抱えています。かといって、中学

校給食まで今やっているというところでは、

いずれ給食センターとかも考えていかないと

いけない。 

 この西部中学校区は山田保育園の問題もあ

りました。次はこども園構想を打ち立ててい

ます。そういった意味でも、こういう先進地

の取り組みを十分に研究していただいて、地

域の説明会に臨んでいただきたい。そうでな

ければ、ただ統合という選択肢のない状態で

意見を聞くと言われても、それはただ単純に

押し付けにしかならないと思います。 

 きのうの２番議員の質疑の中で、教育長が

お答えいただいたと思うんですけれども、学

校がなくなるというのは消えゆく村をイメー

ジしてしまう。町おこしを行ってほしい。統

合は決定事項なのかどうか。統合以外の方法

はないのだろうかと。当然のことをおっしゃ

っていると思うんです。それをもう皆さんの

意見は聞きますよ、それはいいんです。でも、

準備会を立ち上げないと次のステップには行

けません的な答弁を行われております。この

準備会というのは、結局は統合に向けた準備

という意味ではないんですか。その辺を明確

にお答えいただけますでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）準備会は統合へのプ

ロセスである。そういうように考えています。

そこで出されたご意見、あるいは不安、それ

をどういう方法で解決できるのか。そのあた

りをしっかり詰めていく中で、統合について

ご理解いただいていくプロセスの一つの場面

であると、そういうように考えてございます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）統合へのプロセス、統

合への一歩、二歩、三歩と進める、そのゴー

ルは、統合へ、ですから統合ですよね。とい

うことは、準備に入ると統合に行くんですよ。

そこにほごするような意見が出たとしても、

それは皆さんご理解いただきたいということ

を言うしかないという現状だという認識でよ

ろしいですか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）方法論をきっちり詰

めていくというそういう手続きは必要かと思

ってございます。 

 きのうも答弁させていただいたんですけれ

ども、合意形成、これが統合へのプロセスへ

の大前提であると、そういうふうに考えてご

ざいます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）今回の統合へのプロセ

スというところの準備会という部分では、私

は名前がすべてかなと思うんです。はなから

統合に向けてというのが前提では、意見を出

しても聞いてもらえない。そういったところ

に行っても仕方がないということで、まとも

な意見というのは出せない雰囲気をはじめか

らつくってしまっている。 

 それならば、中学校区の協議会として、こ

のままの状態でいけるかどうか。市としては、

教育委員会としてはこのように考えていって

いる。教育委員会のスタンスとしては、今後

こういった課題を乗り越えていきたいので住

民の皆さんどうですかという聞き方に変えて

いかないといけない。それでは、まず準備会
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という名称を次のステップとして変えていた

だく。住民目線で名称から変えて取り組んで

いくようなお考えはございませんか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）準備会は協議してい

ただく場でもある。そういうふうに理解して

います。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）そうですね。協議する

場です。ということは協議会というふうに名

称をお考えいただくことはできないでしょう

か。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）今のところそういう

考えは持っていません。十分いろんな方の要

望なりご意見をいただく中で、協議という場

である準備会、そういう認識で進めたいと思

います。ご理解のほど、お願いします。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）理解できないですね。

統合準備会と言われるのと、統合の協議会と

言われるのは、受け手側、参加する側として

は、やはり参加の意欲、もうはなから決まっ

ていることに、これ以上言っても仕方がない

とあきらめて集まってくださいという、そう

いう姿勢が結果的に地域の住民たちの参加意

欲を損なってしまうんです。 

 今回は検討会から私も見にいかせていただ

いて、説明会も文教の傍聴も常にさせていた

だいてきましたけれども、ようやくこういう

場で私の意見を聞いていただけるような状況

になったので言わせていただければ、やはり

子どもたちの声を聞いていただく。先ほど市

長も子ども中心となってというお言葉をいた

だきましたけれども、子どもたちの意見を聞

くという場が必要だと思うんですけれども、

これからどのように市が考えているかという

ことをちゃんと説明した上で、それを理解し

ていると認識できる年齢。小学校だったら中

学年以上はだいたいもうわかっていると思い

ます。その子たちが成人になったときには、

もう学校がなくなっていることを選ぶのか、

それとも新たな選択肢として、今みんなで考

えて取り組みを始めるのかというスタンスを

子どもたちが選ばないと、我々10年、20年た

つと、順にここにいる人たちはいなくなって

いく。今からの世代に考えていただくという

機会が重要だと思いませんか。いかがですか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）検討委員会でも児童

生徒の意見をしっかり聞いて反映させるとい

う、そういうご指摘はございます。今後、小

学生、今、中学年以上ということもおっしゃ

られたんですけども、いわゆる判断できる児

童、そして中学生は１、２、３年生十分やと

思いますので、アンケートなり意見なりしっ

かり聞いて、そしてそれぞれの意見にしっか

り答えていく。そういう筋道をつくっていか

なければならないと、そういうふうに考えて

ございます。 

 特につい最近、駅で統合、廃校を悲観して

５年生の子が自殺したという事件がございま

した。これも周囲の大人がこの子にどれだけ

働きかけたのか。そういう疑問も残りますの

で、学校が統合されるということは、子ども

たちにとって大変大きな問題ですし、意見を

聞くと同時にその子どもたちにしっかりと希

望を持っていける働きかけというのは今後十

分検討していきたい。そのように考えてござ

います。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）今、ちょうど残念なが

らというか、そういう小学校の統合で電車に

身を投げた小学校５年生のお子さんのお話を

していただきましたけれども、実は私が以前

住んでいた、幼少期から過ごしていた学区の
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隣の学区の子どもです。大阪の大東市という

ところは12万人が狭いエリアに住んでおりま

す。一気に拡張したので、どうしても統合と

いう問題は避けては通れなかった。そういう

中で、本当に痛ましい事件が発生してしまっ

た。 

 だからその辺の推移もしっかり見きわめる

中で、私学や県中へ行けへんかったら、地元

の中学へ子どもたちが戻ってくるんです。現

状では私立中学校、県中へ子どもがだれも行

かなかったら、２学級の学級がかなり長期間

について続きます。適正規模・適正配置の論

議は必要のない状況が生まれてくるんです。

その辺が今後私学の運営も含めて読めない不

確定要素ですので、５年後、どういった環境

になっているのかと見きわめる中で、紀見北

中学校、紀見東中学校については再考してい

きたい、そういうような認識でおります。 

 子どもたちの意見というのは、本当に聞く

こと。聞くだけではなくちゃんと説明をする。

我々大人が理解していることを教えるという

ことが教育のスタートだと思うんですけれど

も、それが社会教育という部分ではないでし

ょうか。そういった意味では、今回のこの西

部中学校の統合という部分では、しっかりと

地域の声とともに子どもたちの、次の世代の

声というのを聞いていただきたい。そのよう

に思います。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）確かに外的要因という

か、県立それと私立の情勢というのは、本当

につかみどころがない。急に変わる可能性も

あるので、そういった意味では長期スパンで

今見ているというところは評価したいなと私

は思います。 

 ここは押し問答をこれ以上しても仕方がな

いかと思うので、改善を希望させていただき

ます。また聞いていただければと思います。 

 続いて、紀見北、紀見東に関しての部分で

すが、進学状況、定員、私立等もこの少子化

の折、状況が刻々と変わろうかという部分か

なと。それによっては進学も橋本市立という

ところを維持しておかなければならないとい

う可能性があるから、一旦５年は経過を見ま

しょうということで理解すればよろしいです

か。 

 ただ、これから現状の教育内容を高めてい

くという努力、そこをしておかなければ、ど

んどんと県立に行きたい、私立に行きたいと

いうほうばかりが生まれてくる。これが次の

質問でさせていただいた状況だと思うんです

けど、平成24年には71人。それ以前はだいた

い60名ぐらいの推移で来ていた部分が、やは

り年度によってはどんどん上がる傾向が見ら

れるのかなと。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）私立の中学校が、こ

の少子化の状況の中で、このまま募集定員を

変えずに維持するのかどうか。あるいは古佐

田丘中学校につきましても、第９期のきのく

に教育協議会の答申の中で、少子化が進む中

で80人定員の学校をいつまでも維持すること

に問題がある。応募定数について再考しなさ

い。そういう指摘がございます。県の教育委

員会においても、そういう検討を始めている。

そういう話ももれ聞くところでございます。 

 先日、私も学校運営協議会に参加させてい

ただいているので、そこで校長先生からご報

告いただいた中に、小学校でどんどん増えて

しまったと、県立校へ行く子たちが。内容を

高めれば、結果的に県立へ行ってしまうとい

うところ、その小学校を高めていくと、次は

やはり中学校の教育内容を高めていかなけれ

ば、私立、県立との競争関係、維持・均衡関

係が保てないと思いますけれども、その橋本
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市立としての今後の中学校教育についてはど

のように考えておられますか。この維持する

ためというところでは。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）県立中学校、私立中

学校そして橋本市立中学校の教育力、いわゆ

る教師の持っている教育力は決して劣るもの

ではない。私はそのように思っています。 

 さまざまな子どもが通学してくる。学校へ

来る。その子どもたちをしっかり教育してい

く体制というのは、教員の研修も含め、ある

いは教員の加配も含め、さまざまな人的配慮

なり教育研究は橋本市も研究委託制度とか、

そんなものを活用しながら教育力を高めてい

く取り組みは今までも続けてきましたし、こ

れからもそういう学校と連携しながら公立中

学校の教育力を高める営みというのは鋭意取

り組んでいきたい。いつもそない思ってます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）教育委員会として取り

組んでいる学校の先生方の取り組みは本当に

頭が下がる思いです。地域にも足を運ばれ、

本当にいろんなさまざまな活動の中で教育を

されてるなというふうに中学校の動きとかも

見させていただいてもそう思います。ただ、

残念ながら結果的には県立校、私立校へとい

う流れも、これは避けては通れない。 

 なぜかというと、今、橋本市内で自分自身

の親として格差社会、これはどう考えても格

差は存在しています。それを次の世代に引き

継がないようにするには、子どもたちの学力

をアップせざるを得ない。もしくはほかの能

力を付けてあげる。だからこそ、スポーツ少

年団でサッカーを頑張り、野球を頑張り、さ

まざまな子どもたちの可能性に親がかけて、

日々教育、子育てに携わられているんだと思

います。そういった意味で、地域の学校とい

うのは、もっともっと、今がベストではなく、

さらに良くしていただきたいなというふうに

思います。 

 ここで、県立と橋本市立と、中学校に関し

て比較してみると、夏の冷房という問題がど

うしても引っかかってくるらしいです。そう

いった意味では、今後統合であったり、さま

ざまな施策の中で中学校を整備していくとい

う中で、こういった冷房等の設備の充実とい

う点ではお考えになられておりますか。これ

は教育委員会それと行政のほうも少しお答え

いただきたいなと思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）新たに建築しました

橋本小学校、それとあやの台小学校につきま

しては、図書室にエアコンを入れてございま

す。これは相当大きな設備については予算も

かかりますし、維持していくためにも相当予

算が必要になりますので、望ましいことだと

思いますけれども、今後の課題になろうかな、

そういうふうに教育委員会としては考えてお

ります。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）教育委員会が予算を出

したとしても、やはり市の当局側がそういっ

た考えを持っていなければ、やはり実現しな

いと思います。今回のこの橋本中学校区、学

文路、西部また紀見北、紀見東というところ

を着手していくという意気込み以上にそうい

った整備に関しても意気込みを示していただ

きたいなと思うんですけれども、市長のお考

えは、こういった中学校への冷房等の拡充と

いう、充実というのはどのようにとらえてお

られますか。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

○市長（木下善之君）学校の夏の冷房問題に

なるんですけども、財政が許せば、やはりそ

うした熟学する場所の快適な状況というのは
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望ましいとは思います。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）快適なのが望ましいん

ですよ。望ましい環境をつくっていただく。

それが行政の責任だと思いますので。それと

子どもたちが進学先で格差を感じないように

取り組むというのが行政の責任だと思います

ので、このところはしっかりと取り組んでい

ただきたいということで１問目の質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（井上勝彦君）次に、質問項目２、子

ども条例の制定に関する質問に対する答弁を

求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（北山茂樹君）登壇〕 

○健康福祉部長（北山茂樹君）おはようござ

います。 

 ２点目の子ども条例制定の必要性について

ですが、内閣府の資料によると、平成24年１

月１日現在、100余りの自治体で条例が制定さ

れています。 

 条例の内容については、大きく健全育成型、

子育て支援型、子どもの権利型の３タイプに

分類されており、地域特性に応じた条例が各

自治体で制定されています。 

 制定にあたっては、各種団体の代表で組織

される検討委員会が中心となって、市民との

意見交換会、小学生、中学生、高校生参加に

よるワークショップ、パブリックコメントな

どを経て制定されることが一般的となってい

ます。 

 本市においては、平成22年３月に策定した

橋本市次世代育成支援地域対策行動計画（後

期計画）に基づき、「地域の輪でともに育ち合

い、親子の笑顔が輝くまち」の実現のため、

「子どもが心豊かにたくましく育つ環境づく

り」、「子どもが健やかに育つ環境づくり」、「子

どもが安心して育つ環境づくり」、「子どもを

産み育てやすい環境づくり」、「親子の健康を

支える体制づくり」、「親子の見守り・応援の

地域づくり」の六つの基本目標を掲げ、各種

施策を積極的に推進しており、こうした取り

組みで他自治体の子ども条例に定められてい

る事項を概ね担保できていると考えています。 

 また、昨年成立した子ども・子育て関連３

法が、早ければ平成27年に本格施行されるこ

とから、こうした新法と子ども条例との整合

性をどう保っていくかなど課題も多く、条例

化については今のところ考えておりませんの

で、ご理解のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君、再質問

ありますか。 

 17番、松本君。 

○17番（松本健一君）お答えいただきありが

とうございました。 

 この子ども条例というのは、今ご説明いた

だいたように、三つのタイプがあるなという

のはこれでご理解いただけたかなと思うんで

す。健全型、子育て型、権利型ということで、

こういった基本条例というのを置く理由とい

うのを考えてみると、確かに今、健康福祉部

長がおっしゃられた保健福祉分野の課題を解

決していくという部分では、確かに計画等が

あろうかとは思うんですけれども、先ほど取

り上げました適正規模・適正配置であったり

というところとも大きく関係してくるかと思

います。 

 先ほど私が推しました子どもたちの意見を

聞いていくというのを常日頃から行っていく

ためには、子ども条例の制定というのが必要

不可欠だと私自身は認識しておりますが、そ

のところ、先ほどの答弁とかぶるかもしれま

せんが、教育長はどのようにお感じでしょう

か。 

○議長（井上勝彦君）教育長。 
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○教育長（松田良夫君）私も教育現場に身を

置いた経験があるんですけれども、虐待を受

けた子ども、親に愛されなかった子ども、こ

の子どもたちは大変やっぱり大きな課題を抱

えて学校生活あるいは地域での生活、家庭で

の生活を送ることになります。子どもたちの

いわゆる就学前がどういう状況の中で日々送

るのか。そのことは子どもの一生にとって大

変大きなものであるという、その認識は現場

で日々身を置くにつけて非常に大切なことだ

なという、そういう認識を強くしてきたとい

う経緯でございます。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）本当に行政、特に教育

ということに携わられた教育長のご経験から

も、本当にこの社会を健全に維持していくた

めには、子どもたちの環境、特に子どもたち

の権利というよりも、保護者、地域の意識と

いうところが重要だと。 

 目まぐるしく都市化する社会の中で、無縁

社会とか、近年もよく取り上げられてきてお

りますけれども、核家族の中で、やはり周囲

の大人たちの認識を高めるというための条例

として、この子ども条例、子どもの権利条例

というところを重要視されて、まずはひとつ、

こういった基本条例を立てることによって市

民の認識を変えていこうという意気込みだと

思うんです。 

 そういった意味では、これは健康福祉部長

に答弁いただきましたけれども、市としてこ

れからの少子化を乗り越えていこうというお

つもりがあるかどうか。そこにあらわれてく

ると思うんです。こういった条例をつくると

いうところは、必ずしも地域のニーズだけで

はなく、行政の立ち位置をしっかり示すため

に条例をつくられてきておりますが、その点

に関してはどのようにお感じでしょう。特に

企画等、理事等、ご答弁いただければうれし

いなと思います。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）ご答弁になるかど

うかわかりませんが、先ほどからもいろいろ

お話があるように、私も子どもは宝、そして

子どもが希望を持って生活を日々営まれると

いうのが非常に大事なことかと、このように

思います。しかるに、市といたしましても、

先ほど健康福祉部長がお答えさせていただい

たように、まず人権擁護の体制、安全確保、

そして子どもが健やかに育つ環境づくり、こ

れについては行政が積極的に取り組んでいか

なければならんと、このように思ってござい

ます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）積極的に取り組んでい

っていただきたいなと思います。 

 きのうも５番議員が新婚世帯の住宅購入補

助制度について質問をされたときに、カタロ

グを作成していくというご答弁があったかと

思います。そういったときに、やはり橋本市

はこういう条例を置いていますというふうに

書くと、やはり子育てしたいな、住んでみた

いなというふうに思うと思うんです。これは

あるとないと、ないのでさまざまな施策を並

べ連ねるしか方法がないけれども、ひとつ１

本しんを通すということも必要だと思いませ

んか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）私どもも松本

議員から一般質問があったわけですけども、

その中で他市の事例等をいろいろ勉強させて

いただきました。 

 これは中核市である40市を対象にして、子

ども条例の制定状況を調査しておりまして、

40市の中で条例制定済みの市というのが13市

です。それから今後制定予定が２市、条例制
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定の予定なしが22市、条例を検討したが制定

に至らなかったが３市というのがございまし

た。 

 特に注視する点ですけども、条例を検討し

たが制定に至らなかった３市の理由といたし

まして、一つは盛岡市ですけども、これはや

っぱり本市と同じように、児童虐待防止法を

はじめ、それから次世代育成支援対策推進法

の制定など、子どもの権利条約に関する立法

措置がもう行われていると。それと私どもと

一緒のように、次世代の計画というのが盛岡

市でもできているということで、概ねその内

容が盛り込まれているから今回検討したが制

定に至らなかったということがございました。

ほかの２市も同様の理由でございました。 

 それから一番気になった点が、広島市でご

ざいまして、広島市は市民団体からの要望で

子ども条例の制定について検討をされていた

んですけども、市議会それから保護者それか

ら学校の関係者等々から過度な権利の主張を

招くということで根強い反対がありまして、

検討を中止したという事例もございます。 

 それから、もう一点、子ども条例を既に制

定している川西市、川崎市の事例があるわけ

ですけれども、川西市では条例を制定してい

るんですけども、中学校で授業態度が悪く注

意した教師に暴言を吐くなどした生徒を他の

生徒の妨げになるとして別室指導を行ったと

ころ、生徒がオンブズパーソンに救済を申し

立て、オンブズパーソンは学校側に是正勧告

をしたと。学校側は円滑な授業を進めるため

にはやむを得ない措置だということで別室指

導を続けたところ、生徒の保護者が弁護士会

に人権救済を申し立てる事態となったという

ような事例もございますし、川崎市では、小

学校で授業中たびたび立ち歩きやおしゃべり

をする生徒に対し、教師が大声で注意し、腕

を引っ張って着席させるなどの措置をとった

ところ、川崎市人権オンブズパーソンが人権

侵害と認定し、教師が謝罪させられたと。以

後、川崎市では厳しい指導が困難になり、授

業中に漫画を読む生徒など、一度は注意して

も、聞かなければ放置するしかないなど、深

刻な状況が報告されているということで、子

ども条例を制定している団体についてでも、

いろいろな問題が指摘されているという中で、

橋本市におきましても、子ども条例を検討す

る中では、やはりそういう事例も十分慎重に

検討しながら対応しなければならないと私ど

もは考えてございます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）本当にご丁寧に説明し

ていただいて、できない理由というのをお聞

かせいただきましたけれども、一番はじめに

健全、子育て、権利型というのがある中で、

特に権利だけを主張するような形の特出した

事例かなと私は思います。 

 今回これを取り上げさせていただいたのは、

昨年８月に広島県で行われた自治体学会のほ

うで、大分市の市議会議長が講演を地方自治

体の職員や議員の前で行われたときに、この

子ども条例への取り組みをご講演されました。 

 大分市では、市議会として政策をやはりつ

くっていこうと。そのときに、やはり地域の

ニーズに合ったものをつくっていく必要があ

る。大分も過疎化というのは避けられない。

どうしても福岡やほかの新幹線のついている

都市に流れていく傾向、こういった人口流出

を防ぐという意味でも、子育てをやはり重点

課題として取り組んでいくということを市を

挙げてやるために市議会で取り組んでこられ

たというお話をお聞かせいただきました。 

 その過程では、議会の報告会だけではなく、

政策をつくるための市民とのシンポジウムや、

さまざまな行政としてもバックアップをされ

て、一体となって取り組んでこられたという

－92－ 



経過をご説明いただいたんですけれども、こ

の橋本市、毎年400人、500人減ってくる。こ

れは市内で市長もさまざまなところでお話を

されますが、減少することばかり言うよりも、

さまざまな柱を立てるということによって、

食いとめようという姿勢をあらわすべきだと

思うんですけれども、市長はこの子ども条例

等はどのようにお考えですか。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

○市長（木下善之君）松本議員の質問にお答

えしたいと思いますが、先ほどから申し上げ

たように、この六つの基本目標、それぞれ子

育てをしていく環境づくり等を中心に現在取

り組んでおるわけでありますので、あえて条

例化してくくってこうやるということは少し

早いのではないかなと、そう思うわけであり

ます。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）市として今後やはり長

期的なスパンで法整備等がさまざまな国等も

行われてくるでしょうから、やはりこういっ

た条例化ということも見据えて取り組んでい

っていただきたいなと思います。 

 そこで、今回の一般質問１項目めにござい

ました小中学校適正規模・適正配置検討委員

会の答申の中で、一番最後に書かれている文

言をちょっと読んでみます。「法制度的、財政

的制約の中で総合的に考えて、子どもたちの

成長、発達にとって望ましい教育環境をどの

ように整備すればよいのか、橋本市立小学

校・中学校で学んでよかった、橋本市で育っ

てよかったと誇りに思える学校をどのように

してつくっていくのか、これから市民、学校

関係者、教育行政関係者、市長部局、市議会

総ぐるみで考えていただきたい」という答申

が最後に盛り込まれてございました。 

 このように今回の子ども条例、市議会も積

極的にやる姿勢で皆さん盛り立てていきたい

と思いますので、行政も考えていっていただ

きたい。そのように述べさせていただいて、

今回の一般質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時29分 休憩） 
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